
防振継手・フレキシブルジョイント取扱説明書
ゴム製・テフロン製

この度は防振継手・フレキシブルジョイントをご購入いただきまして、誠にありがとうございます。取付け作業前に、この説明書を必ずお読みください。

1. 運搬中・保管中は、製品本体に損傷を与えないよう充分にご注意ください。また損傷などがある場合は、ご使
    用にならないようお願いいたします。
2. FLフレキシブルホースは、運搬中・保管中も常にまっすぐな状態を保持してください。やむを得ず曲げる場合
    には、最小曲率半径以上になるようにしてください。
3. 長期間保管する場合は、冷暗所に保管し、直射日光を避けてください。
4. 室温40℃以上および過度の湿度、水分のある場所に長時間放置しないでください。
5. 製品に火気が当たらないよう充分にご注意ください。
6. 製品に荷重をかけないようご注意ください。

1. 製品の損傷の有無をご確認ください。
2. 現場の最高使用圧力・最高使用温度が各製品の使用範囲内であることをご確認の上、ご使用ください（各製品
    の使用範囲・許容変位はそれぞれの製品カタログをご参照ください）。使用範囲外でのご使用は、製品の寿
    命を著しく短くし、流体の漏れ・不具合の原因となりますのでご注意ください。
3. 各製品の取付時寸法許容値は許容変位量に含みます。またカタログ表示の許容変位量は単独変位の最大
    値を示します。伸長・偏心・偏角が同時に発生する場合（複合変位）は下式の範囲内でご使用ください。

4. 製品は締切運転などの誤動作によって破損する恐れがありますので、運転時には必ずバルブの開閉をご確
    認ください。
5. 製品本体に油脂・有機溶剤（シンナー・トルエンなど）・酸・アルカリなどが付着しないようご注意ください。万
    一付着した場合は速やかに拭き取ってください。
6. PFフレックスのテフロン谷部、特に補強リングの周辺のゴミは常に取り除いてください。
7. 気密テストを行う場合は、エアが漏れる恐れがありますので、ふっ素樹脂製品にはガスケットを装着してくだ
    さい。
8. 各製品ともに、管内流速3m/s以下でのご使用をお勧めいたします。

〒277-0831 千葉県柏市根戸467-225 TEL：04-7199-3097 FAX：04-7199-3098　
URL：http: //www.atoms-corp.co.jp　E-Mail：info@atoms -corp.co.jp

保管上の注意

使用上の注意

本説明書は、下記製品の共通取扱説明書です。
● Sフレックス　● Wフレックス　● Iフレックス

● TRフレックス　● PF フレックス　● FL フレキシブルホース

伸長量
許容伸長量 ＋            　     ＋　               ≦ 1偏心量

許容偏心量
偏角
許容偏角



１）各製品の取付け時にはパッキン面（フレア面）と相手側フランジ面
　 をきれいに拭いてください。相手側フランジ面にバリなどがある場
　 合は、ヤスリまたはサンドペーパーで取除いてください。
２）各製品の取付けボルトの締付けは、次に示す締め代残・締付トルク
　 表をご参照の上、対角線毎に均等に締付けてください。取付稼働後、
　 ポンプの振動によって取付ボルトに弛みが発生することがございま
　 す。もう一度対角線に均等に増締めしてください。

※別途パッキンは使用しないでください。但し、テフロン製品に関して
　は、使用条件によりパッキンが必要となる場合がございます。その際
　は、流体を考慮しPTFE等の内面パッキンをご使用ください。

３）Sフレックス・Wフレックスの締め代残および締付トルク値（参考値）

20
25
35
45
70

100

４）Iフレックスの締め代残
締め代残(mm)

1.0

呼び径(A)

20～300

５）TRフレックスの締め代残
締め代残(mm)

1～1.5

1～2

2～2.5

呼び径(A)

20～100

125～150

200

呼び径(A)
20・25
32・40
50
65
80
100
125
150
200
250
300

18
25
35
40
27
40
66
81
66
95
79

標準締付トルク
(N・m)

６）PFフレックスのボルト標準締付トルク

呼び径(A)
20～25
32～40
50

65～100
125～200
250
300

※締付トルク値は参考値
　ですので、締め代残での
　管理を優先してください。

締め代残(mm)

3～4

5
7
10

締付トルク値(N・m)
（参考値）

接続時の注意

施工上の注意


